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第１章 総    則 

 

第１条 適用 

本特記仕様書は、路面下空洞調査業務委託に適用する。 

 

第２条 通則 

本調査の実施にあたっては、本特記仕様書に加え、「福島県土木部共通仕様書（業務

委託編）」に基づいて行うものとする。 

 

第３条  目的 

本業務は、福島県が管理する道路において、突然発生する道路路面の陥没事故を防

止し、安全安心かつ円滑な通行を確保するため、路面下空洞探査車等を用いて道路路

面下の空洞の有無を調査・解析し、現状の把握を行うものである。 

 

第４条 疑義の取り扱い 

特記仕様書および設計図書等に明記のない事項や疑義が生じた場合は、速やかに監

督員と協議すること。 

 

第５条 交通安全管理 

 受注者は、業務の遂行にあたり交通状況に即した適切な保安施設を設けるなどして、

安全管理に努めるものとする。 

 本業務に起因して第三者に損害が生じた場合は、受注者の責任において措置するも

のとする。 

 

第６条 諸法規の遵守について 

受注者は、業務の遂行にあたり、関係法令等を遵守するものとする。また、法令の

運用に関わる責任と費用については、受注者が負担するものとする。 
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第２章 路面下空洞調査 

 

第７条 調査対象路線 

本業務における調査対象路線は、橋梁・トンネル部を除く福島県が管理する第一次

緊急輸送路のうち効率的に調査が行える区間とする。 

なお、具体的な区間については、プロポーザルをもって設定するものとする。 

 

第８条 計画準備 

 本業務を履行するにあたり、目的、趣旨を把握したうえで、業務上必要な資料収集

の上、業務計画書を作成し、監督員に提出するものとする。 

 

第９条 現地踏査 

 受注者は、調査に先立ち、調査対象路線において現地踏査を実施するものとする。 

 

第１０条 実施計画書作成 

 受注者は、現地踏査結果を踏まえて、実施計画書を作成し、監督員に提出するもの

とする。 

 

第１１条 調査作業時間帯 

調査作業時間帯は、８：３０～１７：００とする。なお、現場条件又は関係機関と

の協議等により作業時間帯に変更を要する場合には、監督員と協議するものとする。 

 

第１２条 一次調査（車道部） 

 路面下空洞探査車を用いて、一般通行に支障がないよう走行移動し、車線毎の全幅

員で路面下のレーダ探査を行うものとする。 

 

第１３条 一次調査解析（車道部） 

 一次調査により取得したレーダデータから、下記のとおり異常信号の検出、データ

整理及び空洞の可能性箇所の抽出を行うものとする。 

（１）異常信号の検出 

レーダデータから空洞の可能性がある異常信号を検出・記録し、ただちに陥 

没の危険性のある箇所を発見した場合は、速やかに発注者に報告し、指示を受 

けるものとする。 

 （２）データ整理 

    検出した異常信号について、調査データを整理するものとする。 

 （３）空洞の可能性箇所の抽出 

    検出した異常信号の内、地下埋設物以外で空洞の可能性がある異常信号箇所 

（以下、「空洞の可能性箇所」という）を抽出するものとする。 

 

第１４条 二次調査候補箇所の抽出 

 空洞の可能性箇所のうち、二次調査候補箇所の抽出を行うものとする。 
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第１５条 二次調査（車道部） 

 （１）位置特定調査 

    一次調査の結果を基に抽出した空洞の可能性箇所について、機器等を使用し、 

路面下の詳細な空洞の位置特定を行うものとする。 

（２）カメラ等による調査 

位置特定調査後にカメラ等により確実に確認できる方法で路面下の空洞を 

特定するものとする。 

なお、ただちに陥没の危険性のある空洞を発見した場合は、速やかに発注者 

   に報告し、指示を受けるものとする。 

 

第１６条 二次調査解析 

 二次調査により取得したデータから、空洞の状況等を整理・解析するものとする。 

 

第１７条 報告書作成 

 本業務において作成した資料の整理、とりまとめを行うものとする。 

 

第１８条 安全管理 

 受注者は、業務の遂行にあたり交通状況に即した適切な保安施設を設けるなどして、

安全管理に努めるものとする。 

 

第１９条 打合せ 

打合せは、以下の５回を行うものとする。 

（１）業務着手時 

（２）現地踏査終了時 

（３）一次調査終了時 

（４）二次調査終了時 

（５）成果品納入時 

業務着手時および成果品納入時の打合せには、主任技術者が立ち会うものとする。 

 

第２０条 成果品の提出 

 本業務の成果品は、以下を提出するものとする。 

  電子データ    ２部 

 なお、電子成果品に当たっては、福島県が策定した「福島県電子納品等運用ガイド 

ライン（業務委託編）」に基づき電子データを作成し、ウイルス対策を実施した上で納

品するものとする。 

また、成果品の著作権（版権）はすべて発注者に帰属するものとする。 

 

第２１条 その他 

 本業務の履行に必要な探査車、データ処理装置及び調査機械等については、受注者

にて準備するものとする。 


